





Student’s Comprehension in “Introduction to Housing Studies” 



























































































































図５　換 気 実 験
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気の入口と出口をつくる。対角線になるように遠くの窓と窓を開ける。」と書かれている。いずれも換
気についてではなく、通風のことを書いている。
　なお、換気に関わる学生の理解度について、2015年度から同じミニテストを実施してこなかったが、
2015年度は実験で分かったことと感想を書いてもらった。全員が有効な換気方法を理解し、実際に換気
をすると書いていた。その中から４名の学生の記載内容を表３に示した。
３）湿度環境と換気
　換気が湿度環境と関連があることを、表２で示した小学校学習指導要領解説で記載されているが、大
学生に対してもこのことを理解させるのはかなり難しい。学習指導要領解説で言わんとしていることは、
換気をすると相対湿度が低下して、結露やカビ、ダニの発生を抑えられるということである。では、換
気をするとなぜ相対湿度が低下するのかは、住居学や建築学の専門分野でいえば、湿り空気線図（温度
の上昇に伴い空気中に含むことができる水蒸気量（飽和絶対湿度）が上昇すること、また、相対湿度（％）
が同じでも温度によって絶対湿度が異なることを示した図）で説明可能なのだが、この図で説明しても
なかなか理解するのが難しい。そこで、図６に示したように、水蒸気量を水蒸気玉と仮定したシュミレー
ションで説明する。最初に、日常的に使用されている湿度の単位の％は相対湿度であることを正しく理
解できるようにし、次に換気による変化を説明する。この方法で少し理解が深まるが、それでも分から
ないという学生が多い。
　この湿度環境については、高齢者居住施設での冬季の低湿環境が以前より問題になっている10）。イ
ンフルエンザの集団感染、乾燥による皮膚掻痒症の悪化などから低湿環境の改善が課題であるが、冬季、
外気が湿っている新潟県などの施設職員は、換気をすると湿度（%）が上昇すると勘違いしていた。そ
のため、本学（短大）・介護福祉コースの授業「生活支援技術Ⅲ」（前期）と青陵大学・福祉心理学部社
会福祉学科福祉ケアコースの授業「生活援助技術Ⅳ」（後期）においても扱っている内容である。2017
年度後期の大学の授業において、新たな実験方法を試行した。実践した方法を図7に示したが、空気中
の実際の水蒸気量を液体濃度に置き換えただけであり、濃い濃度の液体と薄い濃度の液体を混ぜればそ
の中間の濃度になるという当たり前のことの応用である。濃度の違いを可視化するため、絵の具を使っ
た色水や色のついたジュースなど身近にあるものでいろいろと試してみたが、紅茶のティーパックが準
備、後始末も簡単で、しかも濃度の違いが分かりやすかった。なお、温度によって飽和状態の濃度が異
表３　換気実験終了後の学生の感想から
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なることを、砂糖などが水より温度の高いお湯のほうが多く溶けることと関連させて説明する。シュミ
レーションの図で分からないと言っていた学生たちが、実験でやっと分かったと感想を述べていた。こ
の実験方法を次年度、住居学概論の授業でも実施することとし、学生の理解度を高めたいと考えている。
 
 
 
 
 
 
 
図６　暖房時の換気による相対湿度の変化（シュミレーション）
図７　暖房時の換気による相対湿度の変化（実験）
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４．おわりに
　住生活を快適に過ごす方法は、それぞれの住宅の状況によって異なるものの、日常生活で改善できる
ための方策はかなりあり、それは科学的根拠に基づいている。そのことに気づかせるためには、講義だ
けでは理解しにくい内容が多い。特に空気の流れは目に見えない。空気の流れを可視化する方法などを
考え、簡易な実験を取り入れながら授業改善を進めてきた。まだ改善の余地はあるが、学生の理解度を
あげる一定の効果が認められた。
　なお、近年の住環境は変化しつつあり、学生の住経験も様々である。学生に関心・興味を抱かせ、理
解度を高めるため、更なる教材研究を含めた教育改善が必要と考えている。
